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共有したりすることで，ニーズがより明確化する。そのために，話合いの時間は必要である。 

    そこで,アンケートを実施する前に，まずは研修の時間の中で「学年部による話合いの時間」を

しっかりと確保し，ニーズをより明確化することにした。その後，Google スプレッドシートを活

用したアンケートを学年部ごとに実施し，明確化されたニーズを丁寧に把握することにした。 

 

  イ ニーズの分類及び適切な計画 

    把握したニーズ１つ１つに丁寧に応えることも，主体的な研修づくりに欠かせない。職員が「学

びたい」と思うことを係が効率的に研修内容に反映すれば，研修への参加意欲も向上していく。 

    そこで,ニーズを分類化し,それらを研修計画に適切に位置付けることとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 仮説２について 

  ア フローチャート式グランドデザインによる研究内容等の整理及び確認 

【資料１ アンケートの実施から計画まで】 

先生方から出された「 研修してみたい内容」  

機
器
の
使
用
方
法
等 

① タブレットでのカメラの使い方  

② タッチペンでの入力の仕方  

③ 電⼦⿊板の使い方（児童のパソコン画⾯の⾶ばし方・電⼦⿊

板上の画⾯の操作方法等）  

④ プロジェクターで１部しか映らないときの対処法 

教
育
関
連
の
サ
イ
ト
・
ア
プ
リ
等 

⑤ タイピング練習の方法及び，ひらがなのキーボードの出し方 

⑥ ロイロノートに関するもの（活用の方法・実践の紹介・トラ

ブルシューティング（問題解決の方法）一覧・できること一覧） 

⑦ Google for education アプリ（スプレッドシート・ストリー

ム・クラスルーム・ジャムボード・Google Form）等の使い方

及び実践の紹介等 

そ
の
他
の
情
報
教
育
や
実

務
に
関
す
る
も
の 

⑧ プログラミング教育とは何か 

⑨ 発達段階に応じた情報モラルの指導の仕方 

⑩ 検索履歴の確認方法 

⑪ See-Smile のアンケート機能の使い方 
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た
に
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た
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思
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た
も
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月 日 曜 研修内容 備考 

5 23 月 

○そアンケート結果による研修計画の確認 
⑤タイピング練習の方法及びひらがな 
⑧プログラミング教育の確認 
⑩検索履歴の確認方法 
○そ情報教育年間指導計画の進捗状況の確認 

 

6 6 月 

⑦Google for educationアプリの活用と具体的実践① 

⑨発達段階に応じた情報モラル 

①タブレットカメラの使い方 
○そ情報教育年間指導計画の進捗状況の確認 

講師 

6 27 月 

⑦Google for educationアプリの活用と具体的実践② 

②タッチペンでの入力の方法 
④プロジェクターで１部しか映らないときの

対処方法 
○そ情報教育年間指導計画の進捗状況の確認 

講師 

8 19 金 

⑦Google for educationアプリの活用と具体的実践③ 

⑪See-smileのアンケート機能の使い方 
⑥ロイロノートの活用と具体的実践① 
○そ情報教育年間指導計画の進捗状況の確認 

講師 

9 12 月 

⑥ロイロノートの活用と具体的実践② 
③電子黒板の使い方と具体的実践 
○そ情報教育年間指導計画の進捗状況の確認 

講師 

9 26 月 

○学これまでの研修内容を踏まえた上での学年 
部での具体的実践の計画及びデジタル教材

等の作成 

講師 

10 24 月 

○学これまでの研修内容を踏まえた上での学年 
部での具体的実践の共有及びデジタル教材

等の作成 

講師 

11 14 月 

○学実践の共有及び振り返り及び実践で疑問に

思ったことやさらに知りたいことの解決 
○そテーマ研修の反省 

講師 

1 16 月 今年度の研修のまとめと来年度の研修の方向性  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あくまで予定です。進捗状況によっては内容を変更させて頂きます。 

研修内容の番号は，先生方から頂いたアンケート結果の番号と対応しています。 

○学 ＝学年部で取り組むもの  ○そ ＝その他 

 

令和４年度 串木野小学校テーマ研修 研修計画 

アンケートの結果 

ニーズの分類 ニーズに応えるための計画 
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    研究は目的が最も大切である。職員が主体的に研修に取り組めるようにするためには，その目

的意識を常に明確化する必要がある。 

そこで，研修の度に「復習」の時間を必ず設定し,大前提である目的について毎回共有する時

間を設けた。職員が短時間で効率的に振り返りやすいように，研究の目的等をフローチャート式

グランドデザインの形で図式化することにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

イ 研修がより活性化するための研究組織の構築及び「本日の研修のトピック」 

    研究をより活性化させるためには，組織として動くことが大切である。また，それぞれの役割

が明確化することで，より職員は主体的に研修に参加することができる。 

今までの私は，「理論班」「授業実践班」「環境整備班」等の班分けで研究を進めることが多 

かったが,今年度の本校の研究テーマに，このような班分け等は合わないと考えた。理由として

は以下の点があげられる。 

   

（ア） 職員のアンケートでは「扱い方や活用の方法を学びたい」という意見が多く，そのニーズに

応えるためには，全員が機器を実際に扱ったり，活用方法を検討したりする「より実践につな

がる時間」が必要であること。 

   

（イ） 各学年の子どもたちの発達段階を考慮すると，ICT 機器を扱う技術には大きな差があり,そ  

れぞれの学年の実態に合わせた実践や ICT 機器の活用方法を学年部ごとに考える方が，よりイ

メージし易く，より主体的に研修に参加することができること。 

 

    そこで，資料３のように学年部を中心とした研究組織を構築し，主体的に研究を進める土台を

作ることとした。 

ただし，理論班等を作らないとしても，理論や近年の動向を学ぶこと，また，情報モラル等を

【資料２ フローチャート式グランドデザイン】 

児童の実態から 

〇 ICT 活用により，授業に対
する興味関心や学習意欲が高
まる様子が見られる。 

〇 chromebook や電子黒板の 
操作に関する抵抗感もなく， 
それぞれの活用力が高まって 
きているものの，個人差が大 
きい。今後この個人差をより 
小さいものにし，全体として
力を向上させていく必要があ
る。 

〇 ICT 活用の力が向上するに
伴い，使用のルール等を守れ
ずに指導する場面が増えてき
た。正しく使用するために情
報モラルを身につける必要が
ある。 

 

 

 

 

 

 

１ 研究主題設定の理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標 

ふるさとを愛し，心豊かでたくましく，自ら学ぶ串木野の子の育成 

学習指導要領から 

学習指導要領から，自ら学び 
自ら考える「生きる力」を育む
ためには，児童の発達の段階を
考慮し，言語能力，情報活用能
力（情報モラルを含む。），問題
発見・解決能力等の学習の基盤
となる資質・能力を育成してい
くことが必要である。 

 

  
 

教師の実態から 

Ｒ３年度も chromebook 等の 
授業における活用研修を実施
し，活用の幅を広げる研修をし
ている。活用におけるルールが

曖昧であることや各学年で育
成するスキルのレベルをそろ
える必要があるなどの課題が
あるので，共通指導できるよう
にする必要がある。またプログ

ラミング教育も含め，教育課程
の再確認が必要である。 
 

 教師が「目的達成のために授業の中で ICT 機器を効果的に活用する力」

や，「児童に，『正しく・上手に ICT 機器を使用する方法』を指導する力」

等の向上を図る。 

令和４年度の研究で目指す姿 

研究テーマ 

児童の思考力・表現力等を高める効果的な指導法の工夫 

～教師の ICT 活用力及び ICT 指導力の向上を目指して～ 
 

ICT 活用力とは 
 教師が，教科や単元の特性等に応じて，より指導内容を定着させるために ICT を

効果的に活用する力のことである。 

重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
課
題
の
精
選 

ICT 指導力とは 
 教師が，児童の発達段階に応じて，ICT 機器の操作方法や情報モラル等を正しく

指導する力のことである。 

重点１ 

「ICT 機器」及び「教育向けアプリケーションソフ

トやインターネットサイト」の操作方法や効果的な活

用方法の確認・練習。児童の発達段階を考慮した授業

実践の検討。 

重点２ 

児童の発達段階を考慮して系統立

てた「指導すべき情報モラル」及び

「定着させるべきパソコンスキル」

の適切な指導方法の確立・確認。 

つまり，重点２は，「 教育課程の I CT 関連の内容を再確認して

正しく指導しましょう。」 ということです。 

２ 研究の仮説・重点・研究内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理論研究班 授業研究班 学級経営・環境整備班 

   

 

 

児童の思考力・表現力等を高める効果的な指導法の工夫 

～教師の ICT 活用力及び ICT 指導力の向上を目指して～ 
 

仮説１ 

 教師が，ICT 機器等の効果的な活用方法を

学び，ICT 活用力を向上することができれ

ば，児童の思考力・表現力等を高められるの

ではないか。 

仮説２ 

 教師が，児童への ICT 機器の操作や情報モ

ラル等の指導方法を学び，ICT 指導力を向上さ

せることができれば，児童の思考力・表現力等

を高められるのではないか。  

 
 
①  第１回のテーマ研修（５月２日）の時間に先生方からアンケートをと

り，ニーズを把握した上で，より先生方にとって必要感のある内容を中

心に ICT 活用力及び ICT 指導力の向上を図りたいと考えます。（その

都度学んだことを授業の中で実践していきましょう。） 
② 必須の研究内容としては，次の３つが考えられます。 
「５月末開始『朝の学力向上ルーティンで取り扱うタイピング練習』の確認」 
「教育課程に位置づけられた ICT 関連の確認及び再検討」 
「串木野小学校 ICT 使用ルールの再確認」 
③ その他，年度内に様々な ICT 機器等が設置されることも考えられま

すが，その都度，「残りの研修時間」等を確認し，研修内容に可能な限

り反映できたらと考えています。（研修で取り扱うことができない場合

も，使用マニュアル等はお渡しします。） 

では，より具体的な研究内容として・・・ 
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３ 研究組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理論研究班 授業改善班 学級経営・環境整備班 
 

 
① 各研修の時間に学んだことを，具

体的に「どの教科のどの単元」で活

用できるかを考える。 

② ①で考えたことを具体的に実践し

て振り返る。 

③ ①と②を繰り返すことにより，よ

り効果的な ICT 活用の方法を探って

いく。 

④ １・２・３・４・５・６年部に加え，

特別支援教育部を設定し，実践の内

容を考える。（児童の特性から，より

有効的な活用方法を考えるため。）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度は，研究班は設定せず，

教師の ICT 活用力及び ICT 指導力

の向上を図ることに目的を絞り，研

修を進めていくこととする。 

 昨年度「教科部で実践内容を検討する」という意見も出されましたが，今年度

の研究内容に関しては，児童の発達段階（パソコンスキル等）が大きく影響しま

す。そこで，「学年に応じた実践内容を考えた方が，より教師にとって実践につな

げ易く児童に還元し易い」と考えました。よって，令和４年度は「学年部を中心

として研修を進めていく」方向で進めていけたらと思います。 

校長 

教頭 

全体会 

研究の方向，計画，内容，状況等の共通理解を行う。また，演習形式によ 
り，教師の ICT 活用力及び ICT 指導力の向上を図る。  

研究推進委員会 

研究の方向性の検討及び確認 古川 床波 瀬戸口 柳 堂園 藤田 鯵坂 
  

学年部 研究班 

正しく指導する方法を学ぶことは，欠かすことのできない要素である。そのため，毎時間の研修

の中で「本日の研修のトピック」いう時間を設定し，それらを扱い，職員で確認することとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ それぞれの実践や振り返りを全員で共有する場の設定 

   研究の仮説を検証するために研究授業を実施する。しかし，授業を実施する職員は目的意識が

高くなり，自主性をもって研究を進めていくが，その他の職員は，授業準備には関わるものの，

自主的に取り組んでいるとは言えない状況もあった。 

そこで，より自主的な研修につなげるために，全職員に研究テーマに関する実践及び検証をし 

ルーティン「タイピング」の手順 

 

     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① ② ③ ④ ⑤ 

⑥ ⑦ ⑧ 

⑨ ⑩ 

【資料３ 学年部を中心とした研究組織図及びトピックで扱った資料等の例】 

ホームポジションを意識したタイピングの指導法 

項
目

指導事項 〇学習内容 ・学習活動 ※教師の留意点 1年 2年 3年 4年 5年 6年 ネット社会の歩き方
動画番号

①
メ
デ
ィ
ア
使
用
の
約
束

モラル

〇 情報機器（PC・スマホ・ゲーム機）との適切な関わり方
 ・「串木野小学校メディア使用の約束」を守る気持ちを高める。
 ※串木野小メディア使用ガイドラインを確認しておく。
 ※学習サイト「ネット社会の歩き方」等を活用する。

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
全学年

100・101
102・104

モラル
〇 IDやパスワードの重要性と管理の仕方
 ・ IDとパスワードでのログイン方法を知り，管理を怠れば，
  自分に被害が及ぶことを知る。

◎ ◎ ◎ ◎

モラル
〇 不正なアクセスが起こすトラブル
 ・ID等の貸借り、他人のID等の利用する、またそれらを別の人
  に教えることがトラブル・法律違反につながることを知る。

◎ ◎ ◎

⑤
ネ
ッ
ト
利
用

モラル

〇 情報の信憑性
 ・インターネット内には嘘の情報が多く存在していることを知
 り，複数の情報を比較しながら，信憑性を確かめる必要がある
 ことについて考える。

◎ 〇 〇 〇

3・４年
47

５・６年
２・61・86・99

⑦
カ
メ
ラ
の
使
い
方

モラル
〇 肖像権についての理解
 ・画像や映像の中にいる全ての人には肖像権という権利があり，
 無断でその画像や映像を使用することはできないことを知る。

◎ 〇 〇 〇

３・４年
14

５・６年
43・83

⑨
資
料
作
成
と
著
作
権

モラル
〇 著作権についての理解
 ・資料作成の学習時に指導（作った資料や参考資料の著作権）
 ※学習サイト「ネット社会の歩き方」等を活用して指導する。

◎ ◎ ○
４年 16・18
５年 43・71
６年 45・73

モラル
〇 個人情報の取扱い
  迷惑メール（チェーンメールなど）への対応
 ※学習サイト「ネット社会の歩き方」等を活用する。

◎ ○ ○
４年 10・11
５年 12・15
６年   9・13

モラル

〇 SNS等への書き込みのマナー・使用上のルールの理解
 ・道徳の学習と関連させて考えを深める。
   ４年道徳「交かんメール」
   ５年道徳「知らない間のできごと」
   ６年道徳「自分を守る力って？」
 ※学習サイト「ネット社会の歩き方」等を活用する。

◎ ◎ ◎
４年   6・８
５年 57・69
６年 42・49

②
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
い
方

３・４年
28・63

５・６年
28・63・67・97

令和４年度 コンピュータリテラシー育成学習 年間指導計画 ◎＝必須指導事項 〇＝継続指導事項

⑫
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル

学年部を生かした研究組織図 情報モラル指導計画（ネット社会の歩き方動画番号一覧）の確認 

プログラミング教育の確認 

パソコンの使い方指導資料 


